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　ushimado.laboは牛窓地域の調査・研究を行う研究チームであり、住まい・まちづくりの研究・
実践をしてきた京都大学大学院人間・環境学研究科准教授の前田昌弘と、岡山を拠点に既存ストッ
クの活用や場づくりの実践を行ってきた株式会社ココロエ一級建築士事務所の片岡八重子が2021
年に立ち上げ、活動がスタートした。瀬戸内市との協働事業としてのしおまち唐琴通りを中心とした
住み継ぎの調査・研究など、関町に住む岡國太郎氏や瀬戸内市企画振興課の松井隆明氏などと課
題を共有しながら、研究室の学生や設計事務所のスタッフと行なっている。

ushimado.laboについて
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し
お
ま
ち
唐
琴
通
り
周
辺
地
域
の
居
住
環
境

の
全
体
像
を
掴
む
た
め
に
、
２
０
２
２
年
度
は

「
牛
窓
を
再
読
（R

evisiting

）
す
る
」
と
い
う

視
点
で
、
ま
ち
歩
き
や
街
並
み
形
成
の
歴
史
を

学
ぶ
講
演
会
、
住
み
継
ぎ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
空

き
家
の
実
測
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。

２
０
２
３
年
度
は
更
に
、居
住
環
境
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
に
、
関
町
・
西
町
・
本
町
・
東
町
の

空
き
家
調
査
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
行
っ
た
。
空

き
家
再
生
の
課
題
と
再
生
手
段
を
探
る
た
め
に

開
催
し
た
空
き
家
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、牛
窓

特
有
の
地
形
に
よ
る
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
２
年
間
の
様
々
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

通
し
て
把
握
し
て
き
た
こ
の
エ
リ
ア
の
居
住
環

境
の
実
態
を
も
と
に
、４
地
域
に
対
し
て
行
っ
た

視
察
調
査
で
は
、具
体
的
な
課
題
解
決
の
糸
口
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
他
地
域

と
比
べ
る
こ
と
で
こ
の
エ
リ
ア
の
優
位
性
も
明

ら
か
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、空
き
家
調
査
で
は
、

町
内
会
や
地
域
の
団
体
が
空
き
家
に
つ
い
て
ほ

と
ん
ど
知
っ
て
い
る
地
区
も
あ
り
、場
合
に
よ
っ

て
は
所
有
者
や
後
継
者
、管
理
人
の
連
絡
先
ま
で

把
握
し
て
い
る
町
内
も
あ
っ
た
。
空
き
家
所
有

者
の
連
絡
先
が
分
か
ら
ず
、苦
労
し
て
い
る
地
域

が
多
い
中
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
在
さ
が
地
域
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
分

か
っ
た
。
ま
た
、秋
の
だ
ん
じ
り
祭
り
に
参
加
さ

せ
て
も
ら
い
、
地
域
の
文
化
継
承
活
動
の
尊
さ

と
、祭
り
の
た
め
の
一
連
の
活
動
が
多
世
代
を
巻

き
込
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
の
鍵
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
で
は
、
人
口
が
減
り
、
町
並
み
も
変
わ
っ
て

き
た
と
い
う
意
見
も
多
い
一
方
、移
住
者
の
満
足

度
は
高
く
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
り
、地
域
の
歴
史
や
文
化
継
承
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
。

　
私
た
ち
の
手
探
り
の
活
動
も
２
年
間
で
多
岐

に
渡
っ
た【
左
頁
表
】。
活
動
や
調
査
に
つ
い
て

は「
聞
く
・
語
る
」「
歩
く
・
見
る
・
調
べ
る
」「
手

を
動
か
す
」「
街
の
見
方
を
変
え
る
」と
い
う
言
葉

で
括
り
ま
と
め
た
。
ま
た
ラ
ボ
に
関
連
し
た
出

来
事
や
視
察
先
か
ら
得
た
知
見
は
コ
ラ
ム
と
し

て
挿
入
し
て
い
る
。
穏
や
か
な
瀬
戸
内
海
の
景

色
を
背
景
に
多
く
の
人
に
話
を
聞
き
、路
地
を
歩

き
、
数
値
デ
ー
タ
だ
け
で
な
い
、
我
々
ラ
ボ
メ
ン

バ
ー
の
感
覚
的
な
部
分
も
多
い
報
告
書
と
な
っ

て
い
る
。

牛窓ラボの主な活動
日時 活動 内容

2021年7月 キックオフ合宿
（2泊3日　参加者12名） まち歩き、レクチャー、ラボの家具づくりワークショップ

2021年8月
実測調査 関町の空き家の実測調査

インタビュー調査 住み継ぎに関するインタビュー

2022年3月 瀬戸内市協働提案事業採択 事業名「しおまち唐琴通りの歴史的建造物の住み継ぎ
ケーススタディ」

2022年5月
合同ゼミ 空き家の状況確認、調査報告、課題の共有

住総研22年度研究・実践助成採択 事業名「歴史的街並みが残る過疎地域の「住み継ぎ」に
向けた環境像の共有」

2022年9月
イベント開催 トークイベント「牛窓の街並みを再読する」

三宅理一先生講演会　場所：牛窓テレモーク

合同ゼミ合宿（2泊3日	参加者21名） まち歩き、レクチャー、空き家の実測調査、片付け

2022年10月 冊子の発行 インタビューの記録をまとめた『牛窓がたり』第1号発刊

2023年2月
イベント企画・協力 まちなか再生事業（瀬戸内市主催）「牛窓読書会」の開催

報告書作成 牛窓ラボの活動報告「牛窓再読」の発行

2023年3月 冊子の発行 インタビューの記録をまとめた『牛窓がたり』第2号発刊

2023年5月 冊子の発行 インタビューの記録をまとめた『牛窓がたり』第3号発刊

2023年6月
空き家調査合宿
（1泊2日　参加者12名） 関町・西町・本町の空き家調査

ワークショップ（参加者12名） 床はりワークショップ　

2023年7月
イベント企画・協力 まちなか再生事業（瀬戸内市主催）「牛窓読書会」の開催

報告会 瀬戸内市市民提案協働事業報告会にて、行政担当者や
地域住民に向けて2022年度の活動報告会を実施

2023年8月 ワークショップ（参加者5名） 廃材を使ったクリエイティブリユースワークショップ

2023年9月
視察 神戸市の「まちなか防災空地」　松原永季氏

視察 「廃屋建築家」西村組　西村周治氏

2023年10月
空き家調査（1泊2日	参加者10名） 東町の空き家調査

秋祭り 関町のだんじりの曳子としてラボから3名参加

2023年11月
イベント開催 うしまど窓散歩展示　会場:牛窓テレモーク・kido

ワークショップ 空き家の解体	、残置物の片付け

2023年12月
空き家調査 空き家調査のまとめ

ヒアリング調査 空き家に関するヒアリング調査

2024年1月
視察 「いんしゅう鹿野まちづくり協議会」小林清氏

視察 湯梨浜町松崎地区　三宅航太郎氏

2024年1月

イベント協力 まちなか再生事業（瀬戸内市主催）「スタディツアー」

空き家相談会 kidoにて空き家相談会の開催

ヒアリング調査 居住者、空き家所有者、移住者へのヒアリング

2024年1月

イベント協力 まちなか再生事業（瀬戸内市主催）「スタディツアー」

空き家相談会 kidoにて空き家相談会の開催

報告会 地域住民、空き家調査協力自治会、行政担当者に向け
て調査の報告会を実施

住
み
継
ぎ
調
査
に
つ
い
て
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ほか、ペンションくろしお丸、山の上のロースタリ（地図範囲外）

ushimado TEPEMOK
備前日生信用金庫 牛窓支店
てれやカフェ
牛窓カフェ（現在は前島に移転）

風まち亭

sajiya studio
ウシマドゲストハウスねんどころ
御茶屋跡
太極拳 樂心舎

住み継ぎインタビュー対象者の活動拠点
❶
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❹
❺

❻
❼
❽
❾

空き家調査範囲

調査地区境界（旧町境界）

実測調査を行った建物

しおまち唐琴通り
丘の上の二軒長屋　
唐琴通りの元米屋
洋風の写真館　
路地裏の古民家
バス停前の元食堂
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1 岡	國太郎	さん 牛窓しおまち唐琴通り保存と活性化プロジェクト
2 小林	宏志	さん ミュージシャン・てれやカフェ・株式会社牛窓テレモーク
3 末藤	功太郎	さん 御茶屋跡
4 小田	聖子	さん アートデザイナー・株式会社牛窓テレモーク
5 想田	和弘	さん 映画作家
6 谷	美香	さん ウシマドゲストハウス	ねんどころ
7 木下	尚之	さん 焙煎家・キノシタショウテン
8 さかいあつし	さん・かよ	さん 匙屋＋ sajiya	stujio
9 永田	昭二	さん ペンションくろしお丸・瀬戸内市観光協会
10 大饗信彦	さん・橋本典子	さん・常見和広	さん 備前日生信用金庫牛窓支店

11 相澤	心也	さん 写真家・株式会社牛窓テレモーク
12 小原	悠雲	さん 牛窓カフェ
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そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
背
後
に
あ
る

価
値
観
に
ふ
れ
る「
語
り
」

　
牛
窓
で
地
域
に
関
わ
り
な
が
ら
活
動
す
る
人

た
ち
は
牛
窓
の
街
の
ど
こ
に
惹
か
れ
、
そ
し
て
、

ど
の
よ
う
な
可
能
性
や
課
題
を
感
じ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
計
12
組
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ

た【
表
１
】。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
対
象
者
（
以
下
、
語
り

手
）の
活
動
拠
点
を
訪
れ
、
１
時
間
半
か
ら
２

時
間
ほ
ど
か
け
て
じ
っ
く
り
話
を
う
か
が
っ
た
。

最
低
限
の
質
問
事
項
は
用
意
す
る
が
、
基
本
的

に
は
語
り
手
に
自
由
に
語
っ
て
も
ら
う（
半
構

造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）【
写
真
１
】。
そ
の
際
、
現

在
の
仕
事
ぶ
り
や
活
動
内
容
に
加
え
、
そ
こ
に

至
っ
た
経
緯
、
活
動
で
特
に
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
ま
で
掘
り
下
げ
て「
語
り
」を
引
き
出
す
よ

う
に
努
め
た
。
今
後
、
牛
窓
の
街
が
住
み
継
が

れ
て
い
く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
背
後

に
あ
る
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
得
ら
れ
た
計
12
組
の「
語

り
」は
記
事
と
し
て
ま
と
め
、
冊
子
『
牛
窓
が
た

り
』（
第
１
〜
３
号
）
を
発
行
し
た【
写
真
２
】。

冊
子
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は「
牛
窓
の
語
り

を
重
ね
、
考
え
る
」で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、「
語

り
」を
目
に
み
え
る
形
で
残
す
こ
と
に
加
え
、
今

後
、
街
の
将
来
像
や
住
み
継
ぎ
の
具
体
策
を
考

え
る
際
に
こ
の
冊
子
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
媒
体
と
な
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
込
め
た
。

例
え
ば
、『
牛
窓
が
た
り
』第
１
号
に
掲
載
し
た

４
組
の
語
り
か
ら
は
共
通
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、

「
牛
窓
の
特
徴
・
魅
力
」、「
牛
窓
の
可
能
性
と
課

題
」、「
牛
窓
へ
の
移
住
や
建
物
改
修
の
経
緯
」、

「
将
来
へ
の
不
安
と
期
待
」が
得
ら
れ
た
。

「
語
り
」に
つ
い
て
語
り
、

街
へ
の
認
識
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る

　
さ
ら
に
、瀬
戸
内
市
が
進
め
る
ま
ち
な
か
再
生

推
進
事
業
と
連
携
し
な
が
ら「
牛
窓
読
書
会
」と

い
う
集
ま
り
を
企
画
・
実
施
し
た
。「
牛
窓
読
書

会
」は
、『
牛
窓
が
た
り
』を
用
い
た
対
話
の
場
で

あ
る
。
読
書
会
に
は
毎
回
４
組
の「
語
り
手
」に

加
え
、
牛
窓
で
活
動
す
る
事
業
者
や
住
民
が「
読

み
手
」と
し
て
参
加
す
る
。
語
り
手
の「
語
り
」に

つ
い
て
参
加
者
が
語
る
こ
と
で
、「
語
り
」を
媒

表１　『牛窓がたり』第1〜3号	語り手一覧

写真１　インタビューの様子（山の上のロースタリにて） 写真２　『牛窓がたり』第1〜３号

＊所属・肩書はインタビュー実施当時のもの

写真３　「牛窓読書会」の様子（第1回、牛窓テレモーク2階にて）

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
　
前
田 

昌
弘

京
都
大
学
総
合
人
間
学
部
４
回
生
　
今
堀 

紗
里
奈

『
牛
窓
が
た
り
』
と
「
牛
窓
読
書
会
」

聞
く
・
語
る
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介
と
し
て
対
話
を
活
性
化
し
、牛
窓
の
街
へ
の
認

識
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
こ
と
を
狙
っ
た（
リ
フ

レ
ク
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
セ
ス
）【
図
１
】。
読
書
会

は
こ
れ
ま
で
計
３
回
開
催
し
、延
べ
50
名
が
参
加

し
た【
写
真
３
】。

　
読
書
会
で
の
対
話
に
お
い
て
共
通
の
関
心
と

な
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
の
例
を
示
す【
表
２
】。
特
に

地
元
と
外
の
人
、移
住
者
の
関
係
に
つ
い
て
関
心

が
集
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
は
、こ
こ
10
年
ほ
ど

み
ら
れ
る
牛
窓
へ
の
移
住
者
の
増
加
、港
町
で
あ

り
歴
史
的
に
移
住
者
が
そ
も
そ
も
多
い
と
い
う

牛
窓
の
土
地
柄
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、牛
窓
読
書
会
の
よ
う
な
場
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
、「
近
く
で
活
動
し
て
い
る
の
に
意

外
と
交
流
が
な
か
っ
た
人
と
知
り
合
え
た
」、「
そ

の
人
の
知
ら
な
か
っ
た
一
面
か
ら
牛
窓
に
つ
い

て
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
」と
い
っ
た
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。
具
体
的
な
会
話
の
中
身
か
ら
も
、

互
い
の
視
点
や
街
へ
の
認
識
に
対
す
る
理
解
が

深
ま
っ
て
い
く
様
子
が
窺
え
た【
図
２
】【
図
３
】。図１　「牛窓読書会」における対話の流れ

表２　「牛窓読書会」でのトピックの例

牛窓の魅力や
牛窓の人に対する印象

● 万人受けはしないが、好きな人には刺さる景色。
● 時間の進み方がせかせかしていない。
● 道を歩いているだけで話しかけられる。普通の観光地に飽きた人にはその人
懐っこさが刺さる。

● 困っている感じの人がおらず、楽しく暮らすお年寄りが良いロールモデルに
なっている。

● 年配の方に個性的な人が多く、「個」が立っている。「都会的」な関わりかたを
好む。

● おせっかいだがシャイで、自分から踏み込み過ぎない面がある。

外から来る人と
地元住民の
考え方の違い

● 地元の人間にとっては普通のこと（通りすがりの人の会話、独特の時間の流
れ等）が、外から来た人にとっては新鮮なのだということに気がついた。

● 外から来た人ほど牛窓を盛り上げようとしてくれるが、地元にはそのような人
はいないと感じる。

● 地元住民と移住者が交流できる場が少ない。同じ地域に住んでいても世界
が違うという感覚がある。

地元住民と移住者の
コミュニケーション

● まだ混ざり切っていない。コミュニケーションが取れていないので、警戒してし
まう。それぞれが個としてありつつ、人となりがわかっていれば繋がりも増えて
もっと面白くなる。

● 移住者としては、地元の人が移住者にしてほしくないと思っていることも知り
たい。

● 外の人だけのコミュニティや活動は長く続かない。地元にとっても必要なサー
ビスや空間を提供すると息の長い存在になるのでは。

● 牛窓では人を無理に繋ごうとすると逆に離れてしまう気がする。好きなことを
していれば、自ずとつながりは増えていく。

牛窓の現状や
将来のことについて

● 10年ほど前から雰囲気がだいぶ変わった。以前は地元の人があきらめてい
る感じだったが、だんだんと良い方向に変化している。

● 50年後、100年後に意味が出てくるような活動をしたい。
● 人口が減ったとしても賑わいがあり行ってみたいと思える場所にしていきたい。
● 統合するのではなく、人や活動が緩やかにつながりながら情報発信ができる
とよい。

● 住まいの選択肢が少なく、結婚したら牛窓を出ていくという人が多い。一方、
いずれ戻ってきたいとい人もけっこういる。

「牛窓読書会」について

● 活動は知っているが接点がなかった人と知り合いになり、その人についてよく
知ることができた。

● 語り手の思いや考え方が自分たちと近しいことを知り、活動の自信になった。
● 普段は仕事上の話しかしたことのない相手とも立場を取っ払って話ができた。
● 自分の活動や考え方を言語化することで内省する機会になった。
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語り手D：牛窓で言うと、（地元の人と移住者は）混ざりきってないと僕は思ってて。てい
うのが隣の人が誰かわからないような、まだ出会ってそんなに間もないんですけど、やっ
ぱりその人の思想がわからないので不安になるというか、警戒しちゃう。（中略）グッと近
くなってその人のことがわかれば、それが僕と正反対にいたとしても、そういう人なんだなっ
てわかれば安心できるんですけど。やっぱりコミュニケーション取れてないんで、混ざって
ない。混ざるって別にぐちゃぐちゃにミックスされるんじゃなくて、点と点がいっぱいバアっ
とあっていいんですよ。それがちゃんと個として、みんながあの人こういう人だよねってい
うのがわかっていけばいいなと。わからない人もたくさんいてもいいんですけど。（中略）
聞き手 E：インスタで毎日発信を見させてもらってるけど、なんか意外にお会いすること
がないですね、Fさん（＊牛窓に最近移住してきた人物）に。
語り手D：結構僕会います。お店に来てくれてるのかな。
聞き手 E：わかんない。会ってるけど、たぶん認識してないから。その辺が混ざり合って
ないですね。
語り手D：そうそうSNSでは知ってるけどリアルでは混ざってなかったりするので。
聞き手E：なんか意外にないですよね、きっかけが。私も本当に、ここにおられる方とか、もっ
と話すきっかけがあればなって思いながら、一歩踏み込むタイミングもなかったり。
語り手D：そういう町の集まりとか僕も行かないし、彼（＊語り手Dの友人）もあんまり行
かなくて、だから逆に来たほうがいいんだろうなっていうので今回も参加させてもらったり
してるんですけども。なんかね、もともと牛窓の人ってあんまり行かないですよ。（中略）
Gさん（他の語り手）とかも（記事に）書いてますけど、隣町にあんまり興味ないよぐらいな。
そんな感じなので混ざり合いにくいね、なんとなく。
聞き手 E：混ざろうとする人に対する抵抗感みたいなのは意外になくないですか？
語り手D：それはないっす。来られたらウェルカム。でも自分から行かない。
聞き手 E：一歩踏み出す勇気があるかどうかっていう･･･外の者が。
語り手D：結構おせっかいなぐらい人のことを気にしてるんです。なんですけど自分からは
結構シャイな人がめちゃめちゃ多いから行かない。（友人を指して）あの人もああ見えてめ
ちゃめちゃシャイですからね。僕もあれですよ、人と人との繋がりっていうのが大切なん
ですけど、牛窓の町民性か、人と結びつくことにちょっと拒否感があるんすよ。

図３　会話の例2：「おせっかいだがシャイな牛窓の人」について

図２　会話の例1：高齢化・過疎化する街への向き合い方

聞き手A：例えば都会から来られた方っていうのは、この町どうにかせにゃいけんな？みて
えなスタンスで来るわけですね。もともと地元にいた人間からすると、そんな上から目線
で…何もしてくれんでええ、ほっといてくれってやっぱ思うわけですよね。その温度差を埋
め合わすのって大事じゃないかと思いますね。人が思う活性化と、元々いる人たちが思う
活性化って違うと思うんです。（中略）うまいことしていかないと結局、（活動を）立ち上
げちゃ消え、立ち上げちゃ消えってことがやっぱ起きると思うんですよね。
聞き手 B：結局、今足りないこと、例えば人口が減ってる、過疎化になってる、高齢化なっ
てる、そういうマイナスっていうか、…っていうのは誰も目について…にならんと思うけども、
いわゆる住み心地というか、人情があって住心地が良いとかいう部分は全く評価されな
い。で、なんとかせんにゃということをね。そこのミスマッチがね。だら大変だなと思い
ますね。僕が戻ったときも、ここで住んで、ここはいいとこなんや、ここに住んで暮らし
てええねんっていう自信が起こるというか。（中略）
語り手C：おっしゃる通りでね。僕は例えば、てんころ庵にて出入りするようなおばあさ
ん達見てると安心するんですよ。いわゆるおひとりで暮らしてる方、80代、90代で暮らさ
れてる方が多いんですけど。大丈夫じゃんって。結構楽しそうに、よくあそこで寄り合って、
お互いが家族みたいに気にしあって、で、悲惨な感じが全く無いっていうか。（中略）
聞き手 B：それもある。
聞き手A：確かに。
語り手 C：僕にとってはロールモデルというか、自分が歳とった時にこんな風に歳が重
ねられればオッケーっていう。あと釣りしてるおじさんたちもやっぱり僕にとってはお手
本なんですよ。こんな風に毎日好きなことやって、楽しく暮らせればもう、それでオッケー
だなって。
聞き手 B：寄り場があって…。
語り手C：はい、すごく思うんですね。だから僕からするとあんま変わってほしくないんで
すね、牛窓。この、今が最高っていうか、今がいいっていう風に思うんですよね。ただまあ、
問題は、本当に人がいなくなっちゃうと地域として継続できないだろうから、適度に人が
住むっていうことは大事だと思うんですけど、だからといって、それこそ活性化って元に例
えば大きい施設ができちゃったりとかして、何て言うか、すごく、今と違ってしまうようになっ
てしまったら、むしろ魅力が失われてしまうというか。（中略）だから、どうしたらこう、壊
さずに、今の感じを壊さずに、だけどそれが継続できるっていうところが。その辺りがうま
くいくとみんなハッピーなのかなっていう感じがするんですよね。
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空
き
家
に
つ
い
て

　
空
き
家
の
割
合
は
全
て
の
町
で
40%

前
後

と
全
体
的
に
高
か
っ
た【
図
３
】。
海
側
に
比
べ
、

山
側
や
、唐
琴
通
り
か
ら
さ
ら
に
入
っ
た
狭
い
路

地
沿
い
の
敷
地
の
建
物
は
活
用
や
更
新
が
さ
れ

に
く
く
、
所
有
者
に
よ
る
管
理
も
行
き
届
き
に

く
い
た
め
か
、
唐
琴
通
り
沿
い
の
海
側
よ
り
も

山
側
、唐
琴
通
り
沿
い
で
な
い
エ
リ
ア
に
方
が
割

合
が
高
く【
図
４
】、外
壁
の
不
朽
や
破
損
、雑
草

や
立
木
の
繁
殖
が
目
立
つ
空
き
家
や
建
物
が
目

立
っ
て
い
た
。

実
測
調
査

　
唐
琴
通
り
沿
い
の
空
き
家
に
つ
い
て
所
有
者

か
ら
許
可
が
得
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
順
次
、

実
測
調
査
を
行
い
、図
面
と
写
真
で
記
録
に
残
し

て
い
る
。
ど
れ
も
建
築
か
ら
50
年
以
上
が
経
っ

て
お
り
、地
域
の
歴
史
を
物
語
る
よ
う
な
建
物
で

あ
る
。
以
下
に
実
測
調
査
を
行
っ
た
記
録
の
一

部
を
紹
介
す
る
。

し
お
ま
ち
唐
琴
通
り

　
牛
窓
は
古
く
か
ら
港
を
中
心
と
し
て
栄
え
た

町
で
あ
り
、
な
か
で
も
本
町
、
西
町
、
関
町
は
近

世
の
初
期
に
は
既
に
町
家
や
商
家
が
軒
を
連
ね

る
街
並
み
が
形
成
さ
れ
、
特
に
長
い
歴
史
を
も

つ
。
ま
た
、江
戸
の
後
期
に
開
発
さ
れ
た
東
町
は
、

造
船
、船
大
工
の
街
と
し
て
栄
え
、近
年
は
移
住

者
向
け
の
宅
地
分
譲
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
町
を
貫
く
か
つ
て
の
牛
窓
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
は
近
年
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
一
環
と

し
て
、「
牛
窓
し
お
ま
ち
唐
琴
通
り
」と
名
付
け

ら
れ
、木
造
建
築
が
軒
を
連
ね
る
街
並
み
、狭
く

曲
が
り
く
ね
っ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
な
空

間
、通
り
に
沿
っ
て
点
在
す
る
社
寺
や
朝
鮮
通
信

使
関
連
の
史
跡
等
が
、牛
窓
の
歴
史
を
現
代
に
伝

え
る
空
間
と
な
っ
て
い
る【
５-

６
頁
地
図
】。

調
査
の
概
要

　
街
並
み
の
現
状
や
空
き
家
・
空
き
地
の
発
生

状
況
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を

行
っ
た
。
調
査
は
２
０
２
３
年
６
月
17
日
・
18

日
（
本
町
・
西
町
・
東
町
）と
同
年
10
月
21
日
・

22
日
（
東
町
）の
計
２
回
に
渡
っ
て
行
い
、
延
べ

22
名
の
調
査
員
が
手
分
け
し
て
調
査
範
囲
内
を

く
ま
な
く
歩
き
、
計
５
３
５
軒
の
建
物
に
つ
い

て
目
視
で
確
認
を
し
た
う
え
で
記
録
し
た
。
な

お
、調
査
に
先
立
ち
、各
町
の
区
長
と
連
絡
を
取

り
、事
前
に
調
査
の
趣
旨
に
つ
い
て
説
明
し
、了

承
を
得
た
。
以
下
、
調
査
結
果
の
一
部
を
紹
介

す
る
。

街
並
み

　
唐
琴
通
り
沿
い
、
か
つ
町
別
に
は
本
町
・
西

町
、次
い
で
関
町
で
、古
く
か
ら
の
建
物
形
式
や

外
観
の
特
徴
を
残
す
建
物
が
多
く
残
さ
れ
て
お

り
、
唐
琴
通
り
沿
い
で
も
海
側
に
比
べ
山
側
の

ほ
う
が
残
っ
て
い
る
割
合
が
や
や
高
か
っ
た【
図

１
】。
海
側
の
ほ
う
が
潮
風
や
高
潮
等
の
影
響
を

受
け
や
す
く
、ま
た
、海
へ
の
眺
望
が
得
や
す
い

た
め
、建
て
替
え
が
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、そ
の
よ
う
な
歴
史
的
街
並
み
の
な
か
に

あ
る
空
き
家
が
活
用
さ
れ
る
な
ど
し
て
、近
年
は

併
用
住
宅
や
店
舗
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る【
図

２
】。

図1　建物種別（町別）
町家・屋敷・長屋という近代以前からの形式の建物が特に多いの
は本町であり、次いで西町、関町であった

図2　建物の用途（町別）
東町は近代から現代にかけて宅地開発されたエリアも含むためか、
町家・屋敷・長屋は少なく、現代の一般形式の建物の割合が他の
町より高くなっている。

図3　空き家の割合（町別）
空き家の割合は、空き家である可能性があるものも含めると全ての町
で40%前後に達している

図4　空き家の割合（エリア別）
放置され危険な状態にある空き家の割合が、唐琴通り沿いの海側より
も山側、唐琴通り沿いでないエリアにいくほど増える。
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・唐琴通りから路地を奥へと入ったところにある２階建ての民家
・扉に一枚板が使われた木戸が目印である。
・玄関を入ってすぐのスペースは以前は広い土間で、玄関から入って左手も土
間の台所や水回りだったようである。

・実測調査時点でも用途は変わらなかったが、生活の利便性から床板が貼ら
れ、台所もシステムキッチンがある現代的な仕様に改修されていた。
・１階の東半分は和室と納戸・納屋があり、家族の日常生活スペースであった
と思われる。２階には書院つきの床の間を備えた広めの和室があり、来客時
に使用するなど、家の中で最も格が高い部屋（座敷）だったようである。

［
実
測
調
査
］

路
地
奥
の
古
民
家

■南面立面図

■東面立面図

■南面立面図

■東面立面図西面立面図

南面立面図

O邸平面図

小屋裏

和室

廊下

和室

和室

床の間

仏壇

和室 納戸

収納

収納

居間台所

浴室

玄関

廊下
便所

便所

脱衣室
納屋

和室

和室

床の間

脇床

書院

押入れ押入れ

■2階平面図

■2階平面図

O邸平面図

小屋裏

和室

廊下

和室

和室

床の間

仏壇

和室 納戸

収納

収納

居間台所

浴室

玄関

廊下
便所

便所

脱衣室
納屋

和室

和室

床の間

脇床

書院

押入れ押入れ

■2階平面図

■2階平面図

1階平面図

2階平面図
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・もともと和風の住居兼写真撮影スタジオ
の建物であるが、外観の一部は洋風で
ある。（唐琴通りから見えている部分（増
築）が白い板張りの仕上げられている）

・入り口は客のプライバシーを守るためか
北側の路地に面しており、客はまず1階
の待合室を兼ねた応接室に通されたよ
うである。
・二階は主に撮影スタジオと機材・現像
室であり、天井には当時の写真撮影に
欠かせなかった自然光を取り入れられるためのトップライトがある。

・明治初期の建築であり、当時の最先端技術であった写真がこの時代に早くも牛窓で使われていた
ことや当時の牛窓での写真撮影の様子を伝える貴重な場所である。

［
実
測
調
査
］

洋
風
の
写
真
館

■1階平面図 ■2階平面図

和室
和室応接室

応接室土間倉庫

土間

サンルーム

倉庫

居間

浴室

台所

便所

撮影スタジオ

撮影スタジオ

和室

和室和室

居間 和室

浴室

■断面図

■1階平面図 ■2階平面図

和室
和室応接室

応接室土間倉庫

土間

サンルーム

倉庫

居間

浴室

台所

便所

撮影スタジオ

撮影スタジオ

和室

和室和室

居間 和室

浴室

■断面図
・唐琴通りから路地に入り、そこからさら
に狭く急な通路を上がったところにある
2階建ての二戸一住宅。

・建物の前には庭があり、傾斜地の途中
ではあるが見晴らしがよい丘から、瓦屋
根の家並みと瀬戸内海に浮かぶ島々を
望むことができる。

・空き家となる前は住居として使われてい
たようで、土壁の上から貼られたトタン
やプリント合板、水回り設備の増設など
手が加えられた跡が残っている。

・背面に竹が生い茂る山が迫っており、特に建物の後方部分の痛みが激しく、水道等の設備もすぐに
使用できない状態であるため、また住める状態にするにはかなり手がかかりそうである。

■1階平面図

■2階平面図

洋間和室

和室

和室 和室

台所風呂
押入

押入

押入

押入

収納収納
風呂

ﾄｲﾚ

ﾄｲﾚ

■1階平面図

■2階平面図

洋間和室

和室

和室 和室

台所風呂
押入

押入

押入

押入

収納収納
風呂

ﾄｲﾚ

ﾄｲﾚ

［
実
測
調
査
］

丘
の
上
の
二
軒
長
屋

2階平面図

1階平面図1階平面図

2階平面図
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継承者を探されていた空き家
　牛窓の斜面地沿いの路地に面する、大きな木戸が印象的な、焼杉やお庭が立派な建物。元々の所有者
は神奈川県にお住まいで、相続で建物を引き継いだが、管理等も難しいため、建物の継承者を探していた。
代々大切に管理してきたからこそ、誰にでもという訳ではなく、材木などをはじめ建築の価値を理解してくれる
方にという思いが強かった。そんな折に、縁あって、ココロエ一級建築士事務所にて引き継がせていただくこ
ととなった。

宿泊施設＆レンタルスペースへと改修
　元住宅だった建物は、規模が約50坪と大きいこともあり、単身の方でもご家族でも気軽に宿泊できるよう
なスペース兼飲食店の営業や、出店販売・展示などができるレンタルスペースの複合施設へと改修した。宿
泊施設およびレンタルスペースの機能をもたせた理由として大きく2つがある。1つ目は、牛窓ならではの、ゆっ
くりと流れる時間や豊かな自然、あたたかい人々、重層する奥深い歴史などの魅力に富んだ日常を味わえる
場をつくりたいという思いからである。また2つ目は、自己所有の建物が多くを占める牛窓で、牛窓に暮らして
みたい人が暮らせる賃貸住宅や宿泊スペースが求められていたためである。気軽に滞在できる場の存在は、
牛窓のような地で代謝を活発にするうえで欠かせない。

オープン
　改修工事を経て、2023年10月より正式に運営がスタートした。1泊の滞在から数週間、数ヶ月と中長期
の滞在まで幅広く受け入れている。また、レンタルスペースでは、焼き菓子の製造・販売や料理教室などイ
ベントの利用などがされている。今後も、観光と移住を、非日常と日常をつなぐ間のような存在として、地域
内外の多様な人々が訪れ、滞在する場所となればと考えている。（ココロエ 増田 里奈）

2階客室
新設した窓からは
牛窓の街並みが臨める

2階客室

1階共有リビング・キッチン
和室を改修し、
宿泊者同士も交流できるスペースとした

施設名称 ： kido（きど）
住所：〒701-4302 岡山県瀬戸内市牛窓町牛窓3115-1
TEL：070-9233-5351　MAIL：kido@kido.kokoro-e.jp
Instagram：@kido_ushimado website Instagram

宿泊施設＆レンタルスペース kidoがオープン
空き家活用事例

column
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な
ど
、
信
頼
の
あ
る
関
係
性
の

上
で
売
却
や
賃
貸
す
る
ケ
ー
ス

や
、
具
体
的
な
引
き
継
ぎ
先
や

解
決
方
法
が
見
え
る
と
安
心
し

流
動
す
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
た
。

居
住
者
・
移
住
者
の
声
か
ら
見

え
た
こ
と

　
牛
窓
を
住
処
と
し
て
自
ら
選

択
し
、
住
ま
い
を
探
し
、
現
在

暮
ら
す
方
々
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

か
ら
、
住
ま
い
探
し
の
パ
タ
ー

ン
と
課
題
を
以
下
の
よ
う
に
整

理
し
た
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索

②
市
へ
の
問
い
合
わ
せ

③
家
主
と
直
接
知
り
合
う

　
①
②
の
い
ず
れ
も
、
供
給
が

ほ
と
ん
ど
な
い
、
情
報
が
出
て

こ
な
い
と
い
う
課
題
を
皆
さ
ん

が
挙
げ
て
い
た
。
ま
た
価
格
が
上
昇
し
て
お
り
、

情
報
が
出
て
き
て
も
ア
ク
セ
ス
し
づ
ら
い
状
況

に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、移
住
者
を
歓

迎
す
る
よ
う
な
対
応
や
仕
組
み
が
欲
し
い
と
い

う
声
も
多
く
挙
が
っ
た
。
③
は
例
外
の
パ
タ
ー

ン
と
も
言
え
る
が
、お
試
し
住
宅
の
滞
在
期
間
中

に
地
元
の
方
と
つ
な
が
り
が
で
き
、住
ま
い
を
紹

介
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
例
も
み
ら
れ
た
。
た

だ
し
、貸
し
て
あ
げ
た
い
け
れ
ど
、家
族
や
親
戚

の
反
対
に
よ
り
貸
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
と
い
う

地
元
の
方
も
多
く
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に

　
牛
窓
で
の
暮
ら
し
を
将
来
に
繋
い
で
い
く
た

め
に
欠
か
せ
な
い
、
建
物
の
流
動
化
の
た
め
に

は
、
所
有
者
な
ど
町
の
人
と
移
住
希
望
者
な
ど

町
外
の
人
と
が
つ
な
が
れ
る
場
所
や
仕
組
み
の

存
在
や
空
き
家
の
流
動
の
事
例
を
伝
え
て
い
く

こ
と
な
ど
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
の
促
進
な
ど

よ
り
も
前
段
階
の
対
応
が
重
要
で
あ
る
よ
う
に

感
じ
た
。

　
空
き
家
が
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
、増
え
る
移
住

の
需
要
に
対
し
、住
ま
い
の
供
給
や
選
択
肢
が
非

常
に
少
な
い
と
い
う
課
題
の
根
底
に
は
ど
ん
な

人
々
の
思
い
や
障
壁
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
空
き
家
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
空
き
家
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、空
き
家

と
な
っ
て
い
る
要
因
や
そ
の
課
題
の
糸
口
は
何

か
、ま
た
空
き
家
が
多
い
一
方
で
住
宅
の
供
給
が

少
な
い
中
で
移
住
し
た
方
は
ど
の
よ
う
に
住
ま

い
を
見
つ
け
、ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
を

探
る
べ
く
、ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。

所
有
者
の
声
か
ら
見
え
た
こ
と

　「
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
か
ら
と
り

あ
え
ず
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
」と
先
送
り
に

し
た
結
果
、
空
き
家
に
な
り
、
廃
屋
に
な
り
、
手

が
つ
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
状
態
に
陥

る
、
と
い
う
全
国
に
普
く
み
ら
れ
る
状
況
が
み

え
た
。「
片
付
け
が
大
変
」「
誰

か
わ
か
ら
な
い
人
に
貸
し
た
く

な
い
・
売
り
た
く
な
い
」「
解

体
す
る
の
に
も
お
金
が
か
か
る

の
で
、
放
っ
て
お
い
た
方
が
い

い
」「
仏
壇
が
あ
る
の
で
人
に
貸

せ
な
い
・
売
れ
な
い
」「
家
族
や

親
族
が
売
却
や
賃
貸
に
反
対
す

る
」「
も
っ
と
高
く
売
れ
る
・
貸

せ
る
と
家
族
や
親
族
に
言
わ
れ

る
」な
ど
様
々
で
あ
る
。
面
倒

な
こ
と
を
引
き
起
こ
し
た
く
な

か
っ
た
り
、お
金
に
困
っ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る

こ
と
も
、行
動
を
妨
げ
て
い
る
要
因
と
し
て
大
き

い
。
一
方
で「
〇
〇
さ
ん
に
は
貸
し
て
も
い
い
」ヒアリングの様子

ヒアリング調査でわかったこと

片付けが大変

誰かわからない人に
貸したくない・売りたくない

家族や親族が反対する
インターネットで検索しても、
市へ問い合わせをしても、
ほとんど物件が出てこない

移住者を歓迎するような
対応や仕組みが欲しい

価格が上昇していて
アクセスしづらい

解体するのにも
お金がかかる

仏壇があるので人に
貸せない・売れない

お金に困っていない

所有者の気持ち 居住者・移住者の気持ち

空
き
家
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

聞
く

コ
コ
ロ
エ  

増
田 

里
奈
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　空き家の調査を行う中で、気軽に相談できる場や
人が不足している又は見えづらいという課題が見え
てきたことを受け、ushimado.labo主催で、無料で
気軽に参加できる「空き家相談会」を2回にわたって
開催した。
　開催場所は、古民家を改修した施設 kido。改修
や活用の事例としても参考になればと考えた。建物
を資源として捉え、実際の改修にかかる費用や、現
時点での建物の状況、それぞれの悩みや事情にあ
わせた活用の仕方の提案などを行える場とした。
　開催した結果、実際に相談に足を運んでくれる人
の数は少なかった。「空き家」を入口とせず、より気
軽にいけるような機会をつくることや、実際の活動で
時間をかけて空き家の活用事例を示し、意識の変化
につなげることの重要性を感じ、次の活動への糸口
を見出せることができた。（ココロエ 増田 里奈）

　
空
き
家
は
放
置
し
た
ま
ま
だ
と
朽
ち
て
い
く

が
、手
を
加
え
整
え
る
こ
と
で
ま
た
住
め
る
よ
う

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
牛
窓
ラ
ボ
で
は
、２
年

間
に
わ
た
り
空
き
家
の
解
体
（
内
装
材
の
取
り

外
し
等
）や
家
財
・
廃
材
の
片
付
け
を
行
い
、
身

体
を
動
か
し
な
が
ら
解
体
や
片
付
け
の
意
味
に

つ
い
て
考
え
て
き
た
。
例
と
し
て
、対
象
建
物
の

一
つ
で
あ
る「
丘
の
上
の
二
軒
長
屋
」で
行
っ
た
、

天
井
の
取
り
外
し
つ
い
て
報
告
す
る
。

天
井
を
剥
が
す

　
２
０
２
３
年
10
月
、長
屋
二
階
の
天
井
の
取
外

し
を
行
っ
た
。
こ
の
長
屋
は
２
０
２
２
年
よ
り
、

家
具
・
建
具
の
片
付
け
、
傷
み
が
激
し
い
畳
や
床

板
、土
壁
の
上
に
貼
ら
れ
た
板
壁
の
取
外
し
等
を

行
っ
て
き
た
空
き
家
で
あ
る
。

天
井
の
取
外
し
は
、
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
石
膏

ボ
ー
ド
の
天
井
に
バ
ー
ル
で
穴
を
あ
け
、地
面
に

向
か
っ
て
引
き
剥
が
し
て
落
と
し
、そ
れ
ら
を
土

嚢
袋
に
詰
め
る
作
業
だ
。
シ
ン
プ
ル
な
作
業
だ

が
、試
行
錯
誤
の
連
続
だ
。
自
分
た
ち
の
手
足
を

目
一
杯
使
っ
て
作
業
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
最
初
の
一
発
。
バ
ー
ル
は
上
手
く
ボ
ー
ド
に

か
か
ら
ず
、天
井
全
体
が
少
し
揺
れ
る
。
も
う
一

発
。
今
度
は
ヒ
ッ
ト
。
下
地
の
木
材
を
少
し
避

け
て
、天
井
に
穴
が
空
い
た
。
地
面
に
向
か
っ
て

バ
ー
ル
を
引
っ
張
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
。
ド

カ
ン
ド
カ
ン
と
穴
を
開
け
て
、割
れ
た
部
分
を
ほ

じ
く
る
よ
う
に
し
て
ボ
ー
ド
を
落
と
す
。
繰
り

返
す
う
ち
に
、
手
で
剥
が
せ
る
の
で
は
、
と
気
が

空き家相談会チラシ
SNSでの発信の他、調査を行った関町、西町、本町、
東町へチラシを配布し周知した。

作業開始時の様子

空き家相談会
第2回@kido

牛窓ラボ主催

・古民家や空き家を持っているけど何から手をつけたらいいかわからない
・人に貸したいけど掃除が片付かない
・今は問題ないけど将来が心配

・建物がこのままで大丈夫か不安。状態を建築専門家にみてほしい
・牛窓で住まいを探している

空き家でお困りの方など、お気軽にお越しください。

牛窓ラボ

場所 kido（岡山県瀬戸内市牛窓町牛窓3115-1）

お問合せ 電話： 070-9233-5351（増田）
メール：kido@kido.kokoro-e.jp

主催
京都大学前田研究室と株式会社ココロエ一級建築士事務所から成る
牛窓ラボでは、空き家等の活用した定住推進や魅力あるまちなみの形成
に向け、昨年度より調査・研究を行っています。

・こんな状態の空き家でも賃貸・売却できるの？
・空き家の管理が行き届かなくなった
・近隣に空き家があって将来が心配
・自宅の今後について相談したい

2024年2月17日（土）
11:00～15:00 ※出入り自由

※無料

・古民家の改修・リフォームについて聞いてみたい

kidoは、空き家となっていた築90年の古民家を改修した宿泊施設兼
レンタルスペースです。空き家改修参考事例として内見いただけます。

気軽に相談できる場をつくる
空き家相談会

空
き
家
解
体
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

手
を
動
か
す

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
前
田
研
究
室
　
修
士
１
回
生  
山
口 
ひ
か
る 

column



26 25

つ
く
。
少
し
背
伸
び
し
て
、ボ
ー
ド
の
端
に
手
を

か
け
、体
ご
と
下
へ
落
と
す
。
そ
こ
か
ら
作
業
ス

ピ
ー
ド
が
格
段
に
早
く
な
っ
た
。

　
パ
タ
ン
、
パ
タ
ン
、
パ
タ
ン
と
小
気
味
良
い
音

を
た
て
て
、一
枚
ず
つ
ボ
ー
ド
が
落
ち
る
。
私
は

床
に
し
ゃ
が
み
込
み
、ガ
ラ
を
拾
い
集
め
る
。
気

が
つ
く
と
石
膏
ボ
ー
ド
は
全
て
剥
が
れ
、
下
地

の
木
材
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
。「
下
地
も
撤
去
す

る
？
」「
ビ
ス
も
全
て
外
す
？
」「
胴
縁
は
？
」「
剥

が
す
？
剥
が
さ
な
い
？
」「
も
う
や
っ
ち
ゃ
い
ま

し
た
」な
ど
声
が
飛
び
交

う
が
、
何
も
決
ま
ら
な
い

ま
ま
昼
休
憩
に
入
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
日
が
少
し
傾
い
た
こ
ろ
、

作
業
の
続
き
を
行
う
た
め

に
長
屋
に
入
ろ
う
と
玄
関

の
手
前
で
立
ち
止
ま
っ
た
。

二
階
の
天
井
を
見
上
げ
る

と
、
等
間
隔
に
並
ん
だ
下

地
の
板
が
、
屋
根
裏
に
波

模
様
を
作
っ
て
い
た
。「
い

い
感
じ
で
す
ね
」と
少
し
話
し
て
、
作
業
を
再
開

し
た
。
下
地
板
を
残
す
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
つ
い
て
い
た
煤
を
は
ら
っ
て
、
片
付
け
を

し
、
そ
の
日
は
作
業
を
終
え
た
。

解
体
プ
ロ
セ
ス
を
共
有
す
る
こ
と

　
空
き
家
改
修
に
際
し
て
、
ど
の
部
分
を
残
し
、

ど
の
部
分
を
撤
去
、改
修
す
る
か
。
無
名
の
木
造

住
宅
の
場
合
、
安
全
性
・
機
能
性
向
上
の
た
め
に

補
強
す
る
箇
所
以
外
は
、改
修
す
る
人
が
自
由
に

判
断
で
き
る
。
だ
が
、ど
う
し
て
も
作
業
効
率
や

経
済
性
が
重
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、作

業
効
率
や
経
済
性
だ
け
で
な
く
、
参
加
者
が
共

有
し
て
い
る
時
間
や
経
験
、
風
景
を
、
空
間
に
織

り
込
む
こ
と
で
効
率
な
ど
と
は
異
な
っ
た
固
有

の
空
間
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
何
度
も
足
を
運
び
た
く
な
る
よ
う
な
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
設
計
施
工
の
方
法
に
つ
い
て
今

度
検
討
し
て
み
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

天井の石膏ボードをバールで落とす作業

作業完了後の様子

「ゆるさ」が魅力の祭り
　2023年10月22日に行われた牛窓秋祭りで、だ
んじり巡行の曳き手として参加させてもらった。牛
窓秋祭りは牛窓神社の祭礼である。神社から出発
したお神輿が町内各所の御旅所をまわるほか、各
町での「しゃぎり」の奉納、そして竜頭、船形のだん
じり曳行が行われる。だんじり巡行では、曳き手の
男性は化粧を施し、女性の長襦袢を着て、「女装」
をする。私も実際に化粧と長襦袢をまとい、地域の
方々に混ざってだんじりを曳いた。
　だんじりの迫力ある姿と、「女装」をした曳き手の
滑稽な姿は極めて対照的である。だんじり巡行で
は、曳き手は力一杯引っ張るという様子もなく、だ
んじりはゆっくりゆっくりと進んで行く。そんな曳き
手の手に力がこもるのが、車通りのある通りを曳行
するときである。対向車線に車が現れると、対向車
線に大きくせり出してだんじりを蛇行させ、その車を
煽るのである。車に向かっていくときの悪戯気に満
ちた曳き手の姿は忘れられない。大の大人が童心
にかえって徹底的にふざけたおしていた。この祭りには他所のだんじり祭りにありがちな男性の猛 し々さの賛
美のような雰囲気はほとんど見られなかった。ある種の「ゆるさ」がこの祭りの魅力であろう。

祭り継承の取り組み
　このように、一見すると不真面目にも思える祭りだが、牛窓の人々に大切にされていることも随所で感じら
れた。今年は感染症禍が明け、完全なかたちで祭りを復活させた最初の年であったこともあり、祭りに参加
されている方は、やはり牛窓にはこの祭りがなくてはならないという想いを新たにされているようだった。関町
では、今年初めてお囃子の笛が地元の中高生の生演奏となった。笛の指導や子どもたちの統率には地域
の方があたった。小学生でお囃子を卒業し、祭りへの関わりが薄くなってしまう中高生に新たな役割を与え
るこの取り組みは、祭りの担い手育成にもなっている。少子化のなかで祭りを守り継いでいこうとする試みが
みられた。
　町の少子化が進む現在、この祭りは継続の危機にある。関町では、お囃子の子どもが5人揃うのは、今
年が最後かもしれないとの声が聞かれた。様々な面で牛窓らしさが反映されているこの祭りをいかに継承し、
牛窓の記憶の場を残していくのかという課題は大変重要なものである。

（京都大学総合人間学部4回生　迎田 暁）

お囃子の小中高生（前列中央）と曳き手（後列）

県道を蛇行する関町のだんじり

牛窓の「ハレ」を知る
牛窓秋祭り

column
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阪
神
淡
路
の
被
害
を
免
れ
た
ま
ち

　
長
田
区
は
兵
庫
県
神
戸
市
の
中

南
部
に
位
置
し
、
案
内
し
て
い
た

だ
い
た
松
原
さ
ん
の
事
務
所
は
長

田
区
南
西
部
の
駒
ヶ
林
地
区
に
所

在
す
る
。
迷
路
の
よ
う
な
細
い
路

地
を
進
む
と
、
風
情
の
あ
る
古
民

家
に
た
ど
り
着
く
。
事
務
所
に
は

喫
茶
店
も
併
設
さ
れ
て
お
り
、コ
ー

ヒ
ー
を
頂
き
な
が
ら
お
話
を
伺
っ

た
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
特

に
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
神
戸
市

長
田
区
の
中
で
も
、
被
害
を
免
れ

た
地
区
の
ひ
と
つ
に
駒
ヶ
林
地
区

が
あ
る
。
そ
の
た
め
震
災
復
興
事

業
か
ら
も
外
れ
て
お
り
、
今
な
お

細
く
入
り
組
ん
だ
路
地
と
古
風
な

木
造
長
屋
が
点
在
し
て
い
る
。

　
松
原
さ
ん
は
こ
の
地
に
事
務
所

を
構
え
た
２
０
０
５
年
か
ら
現
在

ま
で
、
当
事
者
と
し
て
駒
ヶ
林
の

ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
る
。

絶
え
ず
意
識
さ
れ
て
い
る
の
は
、

地
域
の
特
徴
を
活
か
し
、
住
む
人

の
意
見
を
大
事
に
す
る
こ
と
。
松

原
さ
ん
が
地
域
の
方
と
最
初
に
取

組
ん
だ「
ま
ち
づ
く
り
構
想
」で
は
、

組
織
名
：
ス
タ
ヂ
オ
・
カ
タ
リ
ス
ト　

松
原 

永
季
氏

組
織
概
要
：
ス
タ
ヂ
オ
・
カ
タ
リ
ス
ト
は
建
築
設
計
の
他
、
都
市
計
画
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
・
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
運
営
な
ど
も
手
が
け
る
建
築
設
計
事
務
所
。

松
原
さ
ん
は
一
級
建
築
士
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
の
資
格
を
も
つ
。

執
筆
：
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
前
田
研
究
室　

修
士
２
回

生　

 

石
田 

純
鈴

ま
ち
歩
き
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
通
し
て
地
域
の
方
の
想
い
を

丁
寧
に
汲
み
と
ら
れ
た
。
ま
た
構

想
づ
く
り
と
並
行
し
、
地
域
名
物

で
あ
る「
い
か
な
ご
」
を
使
っ
た

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
継
続
し
て
実

施
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
取
り
組
み

は
唯
一
無
二
で
あ
る
。

　
そ
の
後
も
ハ
ー
ド
面
で
の
取
り

組
み
を
進
め
ら
れ
、
震
災
後
に
生

じ
た
空
地
を「
ま
ち
な
か
防
災
空

地
」と
す
る
他
に
、
松
原
さ
ん
は
細

街
路
を
駒
ヶ
林
の
守
る
べ
き
景
観

の
ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
、
一
つ
一

つ
の
路
地
に
住
民
と
と
も
に
向
き

合
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
駒
ヶ
林

の
特
性
と
住
民
の
意
見
が
色
濃
く

反
映
さ
れ
た「
ひ
が
っ
し
ょ
路
地

の
ま
ち
づ
く
り
計
画
」が
完
成
し
た
。

人
の
気
配
を
程
よ
く
感
じ
る

ま
ち
な
み

　
事
務
所
を
出
て
実
際
に
周
辺
を

歩
い
て
回
る
と
、
路
地
の
趣
は
残

さ
れ
つ
つ
、
人
が
す
れ
違
う
に
は

十
分
な
広
さ
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

海
に
面
し
た
広
々
と
し
た
道
路
か

ら
一
歩
横
に
入
れ
ば
、
眼
前
に
は

人
の
気
配
を
近
く
に
感
じ
る
道
が

続
き
、
松
原
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り

に
込
め
た
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
。
戦
災
・
震
災
に
よ
る
被
害

を
奇
跡
的
に
ま
ぬ
が
れ
た
駒
ヶ
林

の
町
並
み
が
今
な
お
受
け
継
が
れ

て
い
る
の
は
、
決
し
て
運
の
力
で

は
な
く
、
住
民
と
専
門
家
の
幾
度

も
の
合
意
形
成
の
賜
物
で
あ
っ
た
。

こ
の
先
も
新
た
な
風
を
取
り
込
み

な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

が
流
れ
続
け
て
欲
し
い
。

［案内人］
スタヂオ・カタリスト

松原 永季氏

路地を進んだ先に現れる松原さんの事務所	

喫茶店も併設する事務所でお話を伺う

「まちなか防災空地」。地面に設置された大きな黒板は、災害時には伝言板の
役割も果たす

ちょうど人がすれ違えるほどの幅の
路地

路
地
に
潮
風
と
人
の
気
配
が

満
ち
る
ま
ち
「
駒
ヶ
林
」　

兵
庫
県
神
戸
市
長
田
区
駒
ヶ
林
地
区

事
例
視
察

一つ一つの路地に住民と
専門家の関わりの跡が

見てとれる
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そ
れ
ら
の
改
修
費
・
運
営
費
は
補

助
金
（
神
戸
市
の
建
築
家
と
の
協

働
に
よ
る
空
き
家
活
用
促
進
事
業
）

等
を
活
用
し
運
営
し
て
い
る
。
家

賃
を
設
定
し
て
い
な
い
物
件
を
設

け
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
り
、
若

者
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
場
所
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
西
村
組
は「
廃
屋

で
遊
ぶ
」人
が
人
を
、
廃
屋
が
廃
屋

を
呼
ぶ
よ
う
な
形
で
、
物
件
数
も

組
員
数
も
こ
の
三
年
で
増
加
し
独

自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。（
山
口
）

あ
り
の
ま
ま
の
自
然
体
な
空
間

　
昼
間
に
訪
れ
た
バ
イ
ソ
ン
の
第

一
印
象
は
、「
映
画
の
セ
ッ
ト
」。

日
常
と
か
け
離
れ
た
、
人
の
気
配

を
感
じ
さ
せ
な
い
静
け
さ
が
そ
こ

に
あ
っ
た
。
日
が
沈
む
時
間
に
な

る
と
わ
ら
わ
ら
と
戻
っ
て
き
て
、

各
々
、
食
事
の
準
備
を
し
た
り
余

暇
を
過
ご
し
た
り
す
る
。
建
物
も

人
間
も
み
ん
な
自
然
体
。
い
つ
も

情
報
に
ま
み
れ
て
無
意
味
な
劣
等

感
に
縛
ら
れ
て
い
る
私
は
、
つ
い

自
分
自
身
を
繕
っ
て
し
ま
う
。
で

も
こ
こ
で
は
、
飾
る
こ
と
の
な
い

あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
大
丈
夫
。
つ

い
忘
れ
が
ち
な「
い
ま
」を
、
バ
イ

ソ
ン
で
は
つ
か
め
そ
う
な
気
が
し

た
。（
石
田
）

「
廃
屋
で
遊
ぶ
」が
人
を
つ
な
ぐ

　
神
戸
市
兵
庫
区
梅
元
町
に
位
置

す
る
村
、
通
称 

「
バ
イ
ソ
ン
」
は
、

神
戸
市
の
西
村
組
一
級
建
築
士
事

務
所
・
合
同
会
社
廃
屋
が
９
軒
の

空
き
家
を
改
修
・
運
営
し
て
い
る

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、
ア
ト
リ
エ
、
レ
ジ

デ
ン
ス
、
茶
室
の
建
物
群
で
あ
る
。

幅
２
〜
３
ｍ
ほ
ど
の
公
道
を
挟
み
、

両
側
に
建
物
が
並
ぶ
。
元
々
、
一

軒
ご
と
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
囲
わ
れ

て
い
た
が
、
そ
れ
ら
も
西
村
組
の

組
員
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
た
。

　
西
村
組
の
組
員
は
普
段
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
、
劇
団
員
、
Ｄ
Ｊ
な
ど
別
の

仕
事
を
し
て
い
た
り
、
も
し
く
は

無
職
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
工
を

本
職
と
し
て
い
る
人
た
ち
は
、
西

村
さ
ん
が
飲
み
屋
で
意
気
投
合
し

た
り
海
外
か
ら
の
旅
人
だ
っ
た
り

と
、
西
村
組
に
集
ま
る
人
々
は
年

齢
も
国
籍
も
様
々
だ
。
組
員
は
バ

イ
ソ
ン
中
央
の「
Ａ
Ｉ
Ｒ
」と
呼
ば

れ
る
事
務
所
に
集
ま
り
、
始
業
時

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
昼
の「
現
場

飯
」、
一
日
の
作
業
報
告
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　
西
村
組
の
現
場
は
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
が
い
な
い
。
そ
し
て
買
い
取

る
物
件
は
ど
れ
も
、
廃
屋
ば
か
り

で
あ
る
。
西
村
組
で
廃
屋
を
購
入
、

修
繕
、
自
ら
で
賃
貸
に
出
す
、
そ

の
利
益
で
格
安
不
動
産
を
購
入
し

修
繕
す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
廃

屋
を
再
生
し
て
い
る
。
家
賃
を
設

定
し
て
い
な
い
物
件
も
数
軒
あ
り
、

組
織
名
：
西
村
組　

西
村 
周
治
氏

組
織
概
要
：
廃
屋
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
大
工
、
学
生
な
ど
多
様
な
人
々
の
手

で
自
主
改
修
を
し
て
い
る
。
有
機
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
廃
屋
を
改

修
す
る
過
程
で
、
既
存
の
仕
組
み
や
視
点
、
関
係
性
を
更
新
し
て
い
る
。
蘇

ら
せ
た
建
物
は
売
却
や
賃
貸
等
し
て
い
る
。

執
筆
：
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
前
田
研
究
室　

修
士
１
回
生　

山
口 

ひ
か
る
、
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
前
田
研
究
室　

修
士

２
回
生　

 

石
田 

純
鈴

道をはさんで植物に囲われた建物が立ち並ぶ

バイソンでは、建物も人間も
みんな自然体だなあ

猫に癒されながら西村さんの想いをゆっくりと伺う

過剰な手入れがあえてされていない建物たち

自
然
発
生
的
な
プ
ロ
セ
ス

兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
梅
元
町
（
バ
イ
ソ
ン
）

［案内人］
西村組

西村 周治氏

事
例
視
察
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所
有
者
と
鹿
野
と
の
繋
が
り
を
途

絶
え
さ
せ
な
い
た
め
に
、
買
い
取

ら
ず
に
サ
ブ
リ
ー
ス
（
転
貸
）す
る

こ
と
が
最
適
な
の
だ
と
い
う
。

　
10
年
以
上
前
か
ら
、
住
民
に
空

き
家
の
提
供
を
募
っ
て
い
る
が
、

昨
年
新
た
に
活
用
で
き
た
物
件
は

1

件
に
と
ど
ま
り
、
移
住
希
望
者

に
対
し
て
空
き
家
が
足
り
て
い
な

い
と
小
林
さ
ん
は
言
う
。
活
用
を

進
め
る
べ
く
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
で
は
、
所
有
者
が
空
き
家
を
貸

し
出
し
や
す
い
仕
組
み
を
生
み
出

し
た
。
例
え
ば
、
空
き
家
の
供
給

を
妨
げ
て
い
る
要
因
の
一
つ
で
も

あ
る
仏
壇
の
あ
る
物
件
に
つ
い
て
、

契
約
書
に「
所
有
者
が
毎
年
数
回
仏

壇
を
拝
み
に
来
て
も
良
い
」と
い
う

内
容
を
明
記
し
、
所

有
者
が
物
件
を
安
心

し
て
貸
し
出
せ
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
ま

ち
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
伝
え
て
い
く
た

め
、
県
外
で
の
講
演

会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
、
ま
ち
の

課
題
を
解
決
す
る
企

業
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
鹿
野
で
行
う
な
ど

の
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

人
と
ま
ち
と
の
つ
な
が
り
を

育
む
支
援

　
今
回
の
視
察
よ
り
、
長
年
の
活

動
に
よ
る
空
き
家
活
用
の
仕
組
み

が
鹿
野
の
ま
ち
と
う
ま
く
合
致
し

て
い
る
と
感
じ
た
。
単
に
空
き
家

を
活
用
す
る
の
で
は
な
く
、
人
と

ま
ち
の
つ
な
が
り
を
第
一
に
考
え

て
い
る
こ
と
が
強
み
だ
と
思
っ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
多
く
の
移
住
希
望
者

や
鹿
野
と
つ
な
が
り
続
け
る
人
が

絶
え
な
い
の
だ
ろ
う
。
学
生
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
の
新
た
な
取

り
組
み
も
計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
の
で
今
後
の
活
動
も
大
変
楽
し

み
で
あ
る
。

地
域
に
あ
っ
た

最
適
な
仕
組
み
を
探
る

　
鳥
取
県
鳥
取
市
鹿
野
町
は
、
鳥

取
駅
か
ら
車
で
西
へ
約
30
分
の
山

間
に
位
置
し
、
長
年
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
旧
城
下
町
で

あ
る
。
い
ん
し
ゅ
う
鹿
野
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
（
以
下
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
）は
、
２
０
０
０
年
「
鳥
取

県
街
な
み
整
備
コ
ン
テ
ス
ト
」に

て
、
鹿
野
町
民
の
若
者
主
導
で
つ

く
っ
た
計
画
が
最
優
秀
賞
と
な
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
設
立
さ
れ

た
。
２
０
０
３
年
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
な
り
、
20
年
以
上
活
動
し
て

い
る
。
県
内
外
の
大
学
の
サ
テ
ラ

イ
ト
研
究
室
も
町
内
に
あ
る
な
ど
、

学
生
と
連
携
し
た
活
動
も
盛
ん
で

あ
る
。

　
長
年
に
わ
た
り
空
き
家
活
用
や

移
住
支
援
、
店
舗
・
施
設
の
運
営

な
ど
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で

物
件
は
あ
え
て
買
い
取
ら
な
い
。

組
織
名
：
い
ん
し
ゅ
う
鹿
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会　

小
林 

清
氏

組
織
概
要
：
鳥
取
県
鹿
野
町
に
て
20
年
以
上
に
わ
た
り
地
域
内
の
移
住
支
援

を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
。
空
き
家
バ
ン
ク
の
窓
口
業
務
、
空
き
家
活
用
、

移
住
支
援
、
サ
ブ
リ
ー
ス
業
務
、
イ
ベ
ン
ト
実
施
な
ど
、
多
く
の
町
外
の
人

が
訪
れ
交
流
す
る
機
会
を
つ
く
り
、
過
去
10
年
間
で
１
２
０
件
ほ
ど
の
移
住

支
援
を
し
て
い
る
。

執
筆
：
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
前
田
研
究
室　

修
士
１
回

生　

米
澤 

脩
助

統一感のある鹿野の街並み

街に統一感をもたらす瓦屋号と風車

空き家活用の
先の先を考えた
仕組みや支援が
されているなあ

まちづくり協議会が運営する飲食店「夢こみち」にて小林さんか
らお話を伺う

県内外の大学のサテライト研究室が入る元洋装店の建物

［案内人］
いんしゅう鹿野まちづくり協議会

小林 清氏

活
動
を
生
み
出
す

手
段
と
し
て
の
空
き
家
活
用

鳥
取
県
鳥
取
市
鹿
野
町

事
例
視
察
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畔
に
あ
る
廃
校
を
改
修
し
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
集

ま
る「
さ
く
ら
工
芸
品
工
房
」の
３

階
に
あ
る
。
運
営
者
で
あ
る
柴
田

修
兵
氏
は
も
と
も
と
映
画
好
き
で
、

元
図
工
室
を
改
修
し
映
画
館
に
し

た
と
い
う
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
制
作

事
務
所
で
あ
る
元
歯
医
者
の
建
物

も
訪
れ
た
。
建
物
を
気
に
入
っ
た

方
が
内
装
を
改
修
し
古
着
屋
を
営

ん
で
い
た
が
、
現
在
は
借
主
が
代

わ
り
、
事
務
所
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
。

　
力
が
ほ
ど
よ
く
抜
け
た
町
に
点

在
す
る
特
徴
的
な
建
物
や
景
観
、

そ
し
て
そ
れ
を
取
り
巻
く
自
由
な

人
々
が
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

や
生
き
方
を
実
現
す
る
手
段
と
し

て
、
空
い
た
空
間
を
上
手
く
使
い
、

そ
の
連
鎖
が
ゆ
っ
く
り
と
循
環
し

て
い
る
松
崎
に
す
っ
か
り
と
魅
了

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

人
が
人
を
呼
ぶ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
鳥
取
県
湯
梨
浜
町
は
、
鳥
取

の
中
央
に
位
置
す
る
人
口
約
１
・

６
８
万
人
の
町
で
あ
る
。
今
回
視

察
に
伺
っ
た
の
は
、
Ｊ
Ｒ
松
崎
駅

よ
り
徒
歩
２
分
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
兼
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
「
た
み
」
と

そ
の
周
辺
で
あ
る
。「
た
み
」
が

２
０
１
２
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以

来
、
そ
の
住
民
や
宿
泊
者
、
ス
タ
ッ

フ
で
あ
っ
た
人
々
が
、
湯
梨
浜
町

内
外
に
移
住
し
た
。
彼
ら
は「
汽

水
空
港
（
本
屋
）」や「jig theater

（
映
画
館
）」
な
ど
を
運
営
し
、
新

た
な
人
々
を
惹
き
つ
け
る
場
所
と

な
っ
て
い
る
。

　
町
を
案
内
し
て
く
れ
た
の
は
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
三
宅
氏
で
あ
る
。

「
た
み
」を
立
ち
上
げ
た
一
人
で
あ

り
、
運
営
を
し
な
が
ら
移
住
や
出

店
も
支
援
し
て
き
た
。

　「
た
み
」と
い
う
名
前
は
、
こ
れ

か
ら
の「
個
」の
時
代
に「
民
」が
集

ま
る
場
所
に
し
よ
う
と
い
う
思
い

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
国
鉄
の
保

養
施
設
で
あ
っ
た
建
物
を
改
修
し
、

１
階
は
カ
フ
ェ
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
、

リ
ビ
ン
グ
、
キ
ッ
チ
ン
、
２
階
は
個

室
と
な
っ
て
い
る
。
視
察
で
訪
れ

た
日
は
気
温
が
低
く
雨
が
降
っ
て

い
た
が
、
カ
フ
ェ
を
利
用
す
る
近

隣
の
住
民
が
多
く
み
ら
れ
た
。
三

宅
氏
は
、
運
営
や
支
援
す
る
う
え

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

切
に
し
、
空
き
家
所
有
者
の
思
い

に
寄
り
添
い
、
希
望
や
課
題
を
理

解
し
た
上
で
外
部
へ
情
報
発
信
を

し
て
き
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、

地
域
外
か
ら
移
住
・
定
住
す
る
人

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

個
性
豊
か
な
営
み

　
事
個
性
あ
る
古
着
屋
や
本
屋
、

映
画
館
、
カ
フ
ェ
な
ど
、
他
の
地
で

は
味
わ
え
な
い
色
を
持
つ
場
所
を

案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
例
え
ば
、

映
画
館
「Jig theater

」。
東
郷
湖

組
織
名
：
M
A
A
、
元
合
同
会
社
う
か
ぶ
代
表　

三
宅 

航
太
郎
氏

組
織
概
要
：
2
0
1
2
年
に
湯
梨
浜
町
松
崎
地
区
に
て
ゲ
ス
ト
＆
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
「
た
み
」
の
立
ち
上
げ
、
運
営
を
し
な
が
ら
移
住
支
援
や
出
店
支
援
を

行
っ
て
き
た
。 

現
在
は
松
崎
地
区
で
独
立
し
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
行
い
な
が

ら
、
鳥
取
県
内
外
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
る
。

執
筆
：
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
前
田
研
究
室　

修
士
１
回

生　

唐 

静
雯

ウェブ制作事務所（元歯医者）の建物

さくら工芸品工房からの道

汽水空港

さくら工芸品工房の中

［案内人］
MAA、

元合同会社うかぶ代表
三宅 航太郎氏

余
白
を
ゆ
る
や
か
に

デ
ザ
イ
ン
す
る

鳥
取
県
湯
梨
浜
町
松
崎
地
区

町のスピードや
人々の思いに寄り添った
丁寧なコミュニケーションが
人を呼んでいるんだなあ

事
例
視
察
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初
め
て
牛
窓
を
訪
れ
る
人
は
、こ
の
街
並
み
を

ど
の
よ
う
に
体
験
す
る
の
だ
ろ
う
か
？
　
牛
窓

の
あ
り
ふ
れ
た
日
常
風
景
に
潜
む
魅
力
を
、来
街

者
の
目
線
を
頼
り
に
探
し
出
し
、
地
図
や
写
真
・

映
像
な
ど
色
ん
な
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
住
民
の

方
々
と
共
有
す
る
場
を
設
け
て
み
る
の
は
ど
う

だ
ろ
う
？
　
２
年
間
で
行
っ
た
実
験
・
展
示
実

践
活
動
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

街
並
み
の
魅
力
を
描
き
出
す
：
実
験

　「
フ
レ
ー
ム
散
策
実
験
」は
、
牛
窓
の
歩
行
体

験
に
現
れ
る
魅
力
を
幅
広
く
記
録
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
被
験
者
実
験
で
あ
る
。
実
験
で
は
、

唐
琴
通
り
周
辺
を
一
人
ず
つ
２
時
間
程
度
自
由

散
策
し
、
そ
の
間
、
各
自
が
何
か
を
感
じ
た
タ

イ
ミ
ン
グ
で
動
画
を
撮
影
し
、
そ
の
場
面
に
つ

い
て
説
明
し
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
し
た
。
そ
う

し
て
地
点
ご
と
に
得
ら
れ
た
録
音
・
録
画
及
び

位
置
座
標
に
よ
っ
て
参
加
者
の
体
験
を
記
録
し

た
。
体
験
を
補
助
し
記
録
す
る
た
め
の
道
具
と

し
て
撮
影
器
具
「
フ
レ
ー
ム
カ
メ
ラ
」を
考
案
し
、

被
験
者
に
使
用
し
て
も
ら
っ
た【
図
１
、
図
２
】。

そ
の
他
、
実
験
に
関
す
る
概
要
は
表
１
の
通
り

で
あ
る
。

　
全
て
の
記
録
地
点
を
地
図
に
プ
ロ
ッ
ト
し
て

み
る
と【
図
３
】、
体
験
は
海
沿
い
か
ら
山
腹
の

細
路
ま
で
幅
広
く
分
布
す
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
実
施
後
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
参

加
者
が
実
験
を
通
し
て
足
の
赴
く
ま
ま
に
散
策

を
楽
し
ん
だ
こ
と
が
わ
か
っ
た【
表
２
、
表
３
】。

　
こ
の
散
策
実
験
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
、被
験

者
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
・
価
値
観
が
反
映
さ
れ
た

記
録
の
集
積
に
と
ど
ま
ら
ず
、連
続
的
な
歩
行
体

験
を
通
じ
て
要
素
が
複
雑
に
絡
み
合
う
こ
と
で

生
ま
れ
る
街
並
み
の
魅
力
を
表
象
す
る
も
の
と

も
言
え
る
。「
フ
レ
ー
ム
カ
メ
ラ
」を
使
っ
て
視

界
を
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
す
る
こ
と
が
実
験
時
の
空

間
認
識
に
与
え
た
影
響
も
注
目
す
べ
き
だ
と
感

じ
た
。
牛
窓
で
の
空
間
体
験
を
具
体
的
に
記
述

し
、街
路
空
間
の
魅
力
に
迫
る
試
み
と
し
て
は
更

な
る
分
析
が
必
要
だ
。

記
録
を
共
有
し
、街
並
み
を
見
直
す
：
展
示

　
実
験
で
得
た
大
量
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ー
タ
は
、

街
を
歩
く
被
験
者
の
生
の
声
と
し
て
見
せ
る
こ

と
で
街
並
み
に
対
す
る
認
識
や
価
値
観
に
つ
い

て
捉
え
直
す
き
っ
か
け
と
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、展
示
形
式
で
の
発
表
を

行
い
、特
に
地
域
内
部
に
向
け
て
共
有
す
る
場
を

作
る
こ
と
に
し
た
。

　
メ
イ
ン
の
展
示
イ
ベ
ン
ト
「
う
し
ま
ど
×
窓 図1　実験の様子

図２　フレームカメラ
　　　（オモテ・ウラ）

図３　被験者ごとに色分けした記録地点の分布
　　　３－1：No.1〜10　　３－２：No.11〜16

表1　実験概要

時期：2022年9月から12月
被験者：20代の大学生や建築士ら計16名。「牛窓のことをもっ
と知りたい人」という条件で募集した。
被験者居住地：宮城県・千葉県・京都府・兵庫県・岡山県・広島県・
佐賀県
天候：晴天（のち曇天・雨天含む）11名、曇天4名、雨天1名
得られたデータ：新鮮な街並み体験が計550地点、5時間超の
動画データ（被験者ごとの記録地点数の平均値は34.4で、最大
値84、最小値2）

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
前
田
研
究
室
　
修
士
１
回
生  

天
羽
生 

悠
矢

フ
レ
ー
ム
散
策
実
験
と
展
示

「
う
し
ま
ど
×
窓
散
歩
」

街
の
見
方
を
変
え
る



展示を通じて新しい価値観
に触れた

実験と展示について
被験者のまなざしに
ついて

移住者同士で共有さ
れる感覚

牛窓及び
周辺地域
在住者
施設・
行政等
関係者

・普段気に留めていなかっ
た所を取り上げた記録を見
て、客観的に牛窓の魅力
に気付く機会になった
・見慣れた景色も切り取る
ことで新感覚の情景になる
ことに驚き
・異世界への入り口を探し
ているような感じがした
・多様な視点を実体験でき
たひとときだった

・こうした展示がきっかけでこの町の
ことを考える人や機会が増えていく
ことがとても大きな価値だ
・この実験の試みがマップ作りなど
のアクティビティになりそう
・まちづくりや牛窓の将来に活かそう	
・幅広い層（年齢・地域在住 / 非
在住）の被験者での実験結果が見
てみたい

・各被験者の感想が
優しく、牛窓を見守
ってくれている感じが
した
・同じ場所でも人によ
って見え方・注目点
が様々であることが面
白かった

・自分も家族も牛窓に
魅力を感じて移住して
きたが、やっぱり多く
の人にとって魅力的だ
ということがわかって
嬉しかった
・移住者として移住初
期の気持ちを思い出
し、懐かしく大事に思
った

その他
来場者

（観光等）

・この町を歩いたことがなく
てもなんだかわかった気に
なった
・街に馴染んでいる光景の
一つ一つに改めてしっかり
と目を向けることで発見や
疑問があり面白かった

・複数人の記録地図を並べて展示
することで、歩ける道が可視化され
てよい
・被験者の偏りが気になる。地元の
人が実験をやった結果が見たい
・SNS 的な情報共有・交流がリア
ルに行われている点、親しみやすさ
と新しさを同時に感じられる
・演出意図のない生のまちの姿とリ
アクション、主観による印象が見聞
きできて面白かった。
・自分が何に注目しながらまちなみ
を見て、その中から何を記録に残し
ているのか考える機会になった

・人のクセ、先入観
が新たな土地の見え
方に影響し、連続的
に注目点が増えていく
様子があった
・被験者の言語化力
に驚いた。普段へぇ
ーで終わってしまうと
ころをフレームを持っ
て言葉にしながら歩く
のもいいと思った

・（該当なし）
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」
は
、

２
０
２
３
年
11
月
18
日
・
19
日
の
２
日
間
、
牛
窓

テ
レ
モ
ー
ク
・
中
長
期
滞
在
＆
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー

スkido

の
２
箇
所
分
散
展
示
の
形
で
の
開
催
と

な
っ
た
。

　
テ
レ
モ
ー
ク
会
場
で
は
、
撮
影
画
像
と
発
言

デ
ー
タ
を
被
験
者
ご
と
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
16
枚

の
地
図
や
実
験
時
の
様
子
を
音
声
付
き
で
視
聴

で
き
る
映
像
、そ
し
て
特
大
サ
イ
ズ
の
白
地
図
を

用
意
し
、
牛
窓
の
気
に
な
る
場
所
を
来
場
者
が

自
由
に
書
き
込
ん
で
交
流
で
き
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、実
験
に
お
け
る
歩
行
体
験
の
リ
ア
リ
テ
ィ

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
工
夫
を
加
え
た
展
示
を

行
っ
た
。

　kido

会
場
で
は
、
一
風
変

わ
っ
た
街
の
見
方
を
展
示
で

伝
え
、
牛
窓
の
日
常
風
景
に

こ
そ
注
目
す
べ
き
価
値
が
あ

る
と
伝
え
る
こ
と
を
主
眼
に

展
示
を
行
っ
た
。
ま
た
、
牛

窓
で
の
活
動
を
通
し
て
制
作

し
た
写
真
作
品
の
展
示
も

行
っ
た
。

　
展
示
に
は
２
会
場
合
わ
せ

て
約
50
人
が
来
場
し
た
。
各

会
場
に
は
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

し
、
会
場
で
の
聞
き
取
り
も

行
っ
た
。
来
場
者
に
は
、
実

験
で
使
っ
た「
フ
レ
ー
ム
カ

メ
ラ
」を
模
し
た
フ
レ
ー
ム
を
渡
し
、
会
場
間
を

移
動
し
な
が
ら「
フ
レ
ー
ム
散
策
実
験
」を
模
擬

体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
被
験
者
の
歩
行
体

験
に
対
す
る
想
像
を
刺
激
し
た
。
来
場
者
の
う

ち
39
人
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
感
想
を
回
収

で
き
た【
表
４
、
図
５
】。
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
、
牛

窓
外
か
ら
の
来
場
者
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分

図４　展示した散策ルート地図の一部

表4　来場者の感想（アンケートより要約・抜粋）

展示の様子

分類 例

美しいもの 高台からの眺望、夏雲の空、海

風変わりな人工物 船形の住宅、海水浴場のペイント、ヨット形の看板

暮らしの営みを
想像させるもの

路傍の祠、住宅の表に置かれた所有物、海に面した建物、
猫、何かを燃やす匂い、細い路地

神聖さをもつもの 牛窓神社参道

歴史や過去を
想像させるもの

放置された船舶、ホテルリマーニ前の人気の無い幹線道
路、風化した看板

身体行動を誘うもの 開放的な直線道路、穏やかな海

表2　ある被験者が見出した魅力的な事象
街並みに喚起される魅力が、美しいもの・風変わりな人工物・暮らしの
営みを想像させるもの・神聖さをもつもの・歴史や過去を想像させるも
の・身体行動を誘うものと多岐に渡っていた。

表3　ある被験者の記録内容の遷移
山側から海側への歩行を通じて、牛窓はリゾート地だという先入観が徐々
に解きほぐされ、歴史的な重層性を持つ生活の場として捉えるようになる
様子も確認された。

序盤（地点7、8） 終盤（地点43、44）

場所 津島医院ー大浦間 唐琴通り周辺

内容 古民家の並びに違和感	
内陸部はまるで山奥の村のよう	
牛窓はリゾート地と聞いていたのに…

雑多な雰囲気に生活感	
道端の祠は海上安全祈願か？	
住民の生活の歴史に思いを馳せた
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か
っ
た
。
地
域
在
住
者
は
、ほ
と
ん
ど
が
在
住
歴

10
年
未
満
の
移
住
者
だ
っ
た
。
地
域
住
民
か
ら

は
、多
様
な
視
点
を
実
体
験
で
き
た
と
い
う
鑑
賞

姿
勢
に
関
す
る
回
答
や
、住
み
慣
れ
た
街
を
俯
瞰

し
魅
力
を
再
発
見
し
た
と
い
う
回
答
が
複
数
み

ら
れ
た
。
他
人
の
体
験
記
録
の
鑑
賞
を
通
し
て

新
た
な
価
値
観
が
芽
生
え
、街
並
み
に
対
す
る
新

し
い
視
点
を
獲
得
し
つ
つ
あ
る
様
子
が
窺
え
、展

示
行
為
自
体
へ
の
大
き
な
共
感
も
得
ら
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
実
践
活
動
を
終
え
て
：
感
想

　
展
示
に
つ
い
て
は
、当
然
な
が
ら
こ
の
規
模
感

で
の
イ
ベ
ン
ト
主
催
は
初
め
て
で
、企
画
・
運
営
・

宣
伝
・
制
作
を
一
人
で
行
う
の
は
と
て
も
大
変

だ
っ
た
。
両
会
場
や
岡
氏
の
助
力
も
あ
り
、な
ん

と
か
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
展
示
前

日
は
ラ
ボ
メ
ン
バ
ー
の
助
け
を
借
り
、廃
材
を
活

用
し
な
が
ら
会
場
を
設
営
し
た
。
今
こ
う
し
て

振
り
返
っ
て
み
る
と
、初
の
試
み
と
し
て
は
大
成

功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
、こ
ん
な
挑
戦
を
迎
え

入
れ
て
く
れ
る
懐
深
さ
は
間
違
い
な
く
牛
窓
の

地
域
と
し
て
の
強
み
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
展
示
終
了
後
、牛
窓
テ
レ
モ
ー
ク
の
ご
厚
意
に

よ
り
、会
場
を
テ
レ
モ
ー
ク
１
階
に
移
し
て
延
長

展
示
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
、テ
レ
モ
ー

ク
関
係
者
や
地
域
の
声
を
聞
き
取
り
、一
連
の
実

験
・
展
示
が
牛
窓
で
果
た
し
た「
街
の
見
方
を
変

え
る
」役
割
に
つ
い
て
考
察
を
よ
り
深
め
て
い
き

た
い
。

　瀬戸内市が2017年度から実施している「牛窓リ
ノベーションプロジェクト（牛窓まちなか再生推進
事業）」。牛窓の未来をまちの人々で考え、将来像
を描くため、今年度は”牛窓らしさを「語る」・「受
け継ぐ」・「つなぐ」”をテーマに、「牛窓らしさ」を
複数の視点から紡いでゆくための場が設けられた。
牛窓ラボでは規格の一つであるスタディーツアーの
コーディネートなど、サポートを行った。

牛窓を語りを通して知る、スタディツアー
　牛窓で暮らす人、働く人、訪れる人、それぞれが
感じたことや想い出を共有し、共に「牛窓らしさ」を
探求するスタディーツアーを全4回にわたって開催
した。テーマは①唐琴通りの街並みや歴史②教育・
文化③港町としての風景や生業④公共空間や低
未利用地の利活用とこれからとした。20代から80
代まで、多様な参加者とともに、語り合いながらテー
マに沿って町を歩いた。

牛窓テレモークに牛窓資料室を開設
　旧牛窓診療所を活用し2021年に開館した「牛
窓テレモーク」の一角に、資料室兼ツアー事務局を
設け、資料の収集や編纂、ツアーの発信などを行っ
た。地図や絵葉書、写真、本など、多くの資料が
牛窓の人々の協力のもと集まった。自分たちのまち
に誇りと愛着を持ち、語りに溢れている、そのこと自
体が「牛窓らしさ」であり、未来につながる原石であ
るように感じられた。

将来に繋いでいくために
　今年度実施したスタディーツアーや資料室等で得
られた情報や課題、可能性について、①散策マップ・資料目録の発行、②牛窓ビジョンブックの発行の2つ
の形でまとめ報告を行う。次年度以降の、より実践的な動きへとつなげていくことを目指している。

（ココロエ　増田 里奈）

図5　来場者アンケート結果　６－１：来場者の年齢　６－２：来場者の居住地域

牛窓スタディーツアーの様子

牛窓テレモーク1階に開設した「牛窓を知る・考える
資料室」

「うしまど×窓散歩」展示チラシ

20代
7人（17.9%）

30代
11人（28.2%）

40代
7人（17.9%）

50代
9人（23.1%） 回答数39人

70代
1人（2.6%）
60代

2人（5.1%）

無回答
2人（5.1%）

回答数39人

6人
（15.4%）

●牛窓の実験対象地域　●牛窓の実験対象地域外
●その他（近隣の邑久、長浜含む）　●無回答

6人
（15.4%）

24人
（61.5%）

3人
（7.7%）

年齢 居住地域

牛窓の将来像を考える
2023年度まちなか再生事業

column
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こ
の
２
年
間
のushim

ado.labo

の
活
動
を
通

し
、
見
え
て
き
た
可
能
性
と
課
題
、
そ
し
て
我
々

の
組
織
の
限
界
を
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
た
。

　
ま
ず
成
果
と
し
て
、
主
に
以
下
の
三
点
が
あ

げ
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、
牛
窓
で
地
域
に
関
わ

り
な
が
ら
活
動
す
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
住
み
継
ぎ
に
む
け
た
牛
窓

の
魅
力
と
価
値
を
掘
り
起
こ
し
た
こ
と
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
行
政
や
住
民
組
織
（
自
治
会
）の
協

力
を
得
て
、組
織
の
垣
根
を
超
え
て
空
き
家
等
の

情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
、実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、空
き
家
の
事

例
分
析
、空
き
家
の
所
有
者
や
活
用
者
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
等
を
通
じ
て
、
危
機
意
識
の
持
ち
づ
ら

さ
や
親
族
間
で
の
合
意
形
成
の
難
し
さ
な
ど
の

空
き
家
の
放
置
の
理
由
や
改
修
費
用
の
相
場
等

専
門
知
識
の
ニ
ー
ズ
や
費
用
捻
出
の
難
し
さ
と

い
っ
た
住
み
継
ぎ
の
具
体
的
な
課
題
を
整
理
し

た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、こ
れ
ら
の
成
果
を
踏

ま
え
、空
き
家
再
生
支
援
や
支
援
組
織
の
必
要
性

な
ど
施
策
を
提
案
し
た
。

　
一
方
で
、空
き
家
の
調
査
や
相
談
会
の
実
施
に

際
し
、個
人
的
な
営
利
の
た
め
と
見
ら
れ
て
し
ま

う
場
合
も
あ
り
、
現
在
の
ラ
ボ
の
体
制
で
は
、
ア

プ
ロ
ー
チ
で
き
る
所
有
者
や
得
ら
れ
る
情
報
に

限
界
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
調
査
の
先

に
あ
る
実
働
部
隊
と
し
て
の
役
割
を
担
う
う
え

で
も
、
ラ
ボ
の
活
動
に
対
す
る
、
公
平
性
や
信
頼

性
に
課
題
が
あ
る
と
感
じ
た
。
今
後
、活
動
の
先

に
あ
る
実
働
の
部
分
を
ラ
ボ
が
担
う
う
え
で
、関

係
者
と
密
に
や
り
と
り
を
し
な
が
ら
活
動
を
専

任
で
動
か
し
て
い
け
る
人
材
が
必
要
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
支
え
る
た
め
に
ラ
ボ
の
体
制
の
整
備
と

収
益
・
予
算
の
確
保
、
地
域
か
ら
の
さ
ら
な
る
理

解
・
協
力
、
行
政
に
よ
る
公
的
な
支
援
を
得
る
こ

と
が
課
題
で
あ
る
。

活
動
の
成
果
と
今
後
の
課
題

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
　
前
田 

昌
弘
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こ
の
２
年
間
、ushim

do.labo

と
し
て
色
々

と
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
牛
窓
の
街
、
特
に
し

お
ま
ち
唐
琴
通
り
沿
い
の
建
物
や
歴
史
、
人
、
暮

ら
し
の
文
化
に
つ
い
て
、
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
多
い
な
と
感
じ
ま
す
。
牛
窓
の
街
に
は
港

を
中
心
に
昔
か
ら
多
く
の
人
や
物
が
行
き
交
い
、

様
々
な
出
来
事
の
記
憶
が
場
所
や
街
並
み
に
刻
ま

れ
、
そ
れ
ら
が
地
層
の
よ
う
に
幾
重
に
も
重
な
っ

て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
知
ろ
う
と
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い
こ
と
が
で
て
く
る
。
牛

窓
は
そ
ん
な
歴
史
と
文
化
の
奥
行
き
を
持
っ
た
、

街
な
の
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
牛
窓
の
街
の
文
化
に
つ
い
て
は
も
っ
と

多
く
の
人
に
知
ら
れ
、継
承
の
方
法
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
た
し
か
に
、朝
鮮
通
信
使
関
連
の
史
跡
や
行

事
、
秋
の
祭
礼
と
だ
ん
じ
り
巡
航
、
文
人
・
芸
術

家
が
残
し
た
数
々
の
作
品
な
ど
は
牛
窓
の
文
化

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、そ
れ
以
外

に
も
郷
土
料
理
や
生
業
、暮
ら
し
に
関
わ
る
無
名

の
文
化
が
た
く
さ
ん
あ
り
、そ
れ
ら
も
街
の
魅
力

を
構
成
す
る
欠
か
せ
な
い
要
素
で
す
。

　
古
い
建
物
や
街
並
み
に
し
て
も
、い
わ
ゆ
る
文

化
財
に
な
ら
な
く
て
も
、そ
こ
に
暮
ら
し
て
き
た

人
た
ち
の
記
憶
と
文
化
の
器
と
し
て
、十
分
に
残

す
価
値
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
今
、多
く
の
建
物

が
空
き
家
や
空
き
地
と
な
り
、ど
ん
ど
ん
失
わ
れ

て
い
ま
す
。
牛
窓
の
場
合
、都
市
部
か
ら
の
移
住

希
望
者
が
近
年
絶
え
な
い
の
は
救
い
で
す
が
、建

物
が
活
用
さ
れ
さ
え
す
れ
ば
文
化
が
継
承
さ
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
報
告
書
で

提
案
し
た
、
空
き
家
活
用
を
支
援
す
る
人
材
・
組

織
の
確
保
に
加
え
、牛
窓
な
ら
で
は
の
文
化
を
継

承
す
る
方
法
に
つ
い
て
も
ぜ
ひ
一
緒
に
考
え
て

頂
き
た
い
で
す
。（
前
田
昌
弘
）

　
こ
の
２
年
間
の
活
動
を
通
し
て
、た
く
さ
ん
の

学
び
を
頂
き
ま
し
た
。
調
査
に
ご
協
力
を
頂
い

た
皆
様
に
は
本
当
に
感
謝
致
し
ま
す
。
活
動
を

通
し
て
お
会
い
し
た
牛
窓
に
関
係
す
る
方
々
が
、

こ
の
町
に
愛
着
や
関
心
を
持
ち
な
が
ら
暮
ら
し

て
い
る
こ
と
が
、
と
て
も
心
地
が
よ
く
、
正
直
こ

の
町
に
住
み
た
い
な
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ご
縁
が
あ
っ
て
関
町
の
古
民
家
を
、私
が
主

宰
す
る
建
築
設
計
事
務
所
で
譲
り
受
け
、改
修
工

事
を
終
え
、
２
０
２
３
年
10
月
に「kido

」を
開

設
い
た
し
ま
し
た
。
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
を
持

つ
宿
泊
施
設
で
す
。
外
モ
ノ
の
視
点
か
ら
、住
人

の
視
点
も
加
わ
り
、牛
窓
に
暮
ら
す
豊
か
さ
を
味

わ
う
と
と
も
に
、暮
ら
し
続
け
る
課
題
に
も
直
面

し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
は
調
査
に
加
え
、
制
度
、
活
動
、

組
織
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
手
法
を
参
考
に
し
た

く
、
４
つ
の
地
域
に
事
例
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

空
き
家
、
過
疎
化
、
不
便
さ
、
未
接
道
や
再
建
不

利
立
地
な
ど
、牛
窓
と
共
通
す
る
課
題
を
持
ち
な

が
ら
、
逆
手
に
と
っ
た
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
そ

の
地
域
の
特
性
を
熟
知
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
生

ま
れ
、
独
自
性
が
強
く
、
地
域
の
未
来
を
切
り
開

く
活
動
で
し
た
。
牛
窓
で「
人
が
減
っ
た
か
ら
何

も
で
き
な
い
よ
」と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
が
、「
人
が
少
な
い
か
ら
で
き
る
こ
と
」×
「
牛

窓
ら
し
さ
」が
他
に
は
な
い
景
色
を
つ
く
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
具
体
的
な

ア
ク
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
片
岡
八
重
子
）

あ
と
が
き
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牛
窓
五
感

こ
の
冊
子
は
、
令
和
５
年
度
瀬
戸
内
市
共
同
提
案
事
業
（
事
業
名
：
し
お
ま
ち
唐
琴
通
り
の
歴
史
的
建

造
物
の
住
み
継
ぎ
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
）
の
助
成
を
受
け
て
活
動
し
た
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。


